






























































































































































いてこれま 問われること その重要性に比して乏しかったと言わざるを得ない。そこで将棋 文学研究会では、日本文学研究の視点だけでなく、文化史研究、メディア論、外国文学研究者、そして様々な形で将棋と関わる世界で活躍する人々や、それを支える人々など、多様 メンバーが集まって、将棋と文学の関わりの をスタートさせた。　
論集『将棋と文学スタディーズ』およびシンポジウム「将棋と











楽コンテンツとして定着したのが、囲碁将棋記事であった。戦争中の文学については研究が蓄積され きているが、その時期将棋は時局との関わりの中でどのような意味を持ったのか。また共産主義革命の理念との関わりについては、戦後に 文化振興を支援し、現在でも将棋界 重要な後援者となっている日本共産党は、なぜ そしてどのように将棋と関わってきたの 。　
将棋と文学は今日、空前の結び付きを示している。高橋弘希、
いとうせいこう、朝吹真理子、松浦寿輝といった「純文学」的な作家たちが将棋に大きな関心を寄せ、また将棋小説が隆盛し、マンガやアニメ、映画などの多様な物語ジャ ルにおいて、将棋は重要なモチーフとなっている。また近年では、インターネット技術の発達によって従来とは全く異なる特徴を持つメディアが登場しているが、将棋の表象はそこでいかに変容している だろ か。　
文学は、メディアの中で将棋と並んで娯楽的なものとして位






日本文学研究者だけで く、様々な分野で活動するメンバーが集まっていることにある。本論集に寄せられた論文も、いわゆる文学研究のアカデミックなディシプリンとは異なる文体や体裁で書かれたも も少なくない。しかし、そのように狭義の研究場に閉じることのない横断性こそがこの研究プロジェクト 可能性を担保するものに他 らない。本論集では、ある程度の監修は小谷が行ったが、書式などを統一す は最低限 とどめ、そうした横断性が可視化された形とすることを試みてい 。　
この巻頭言は、こうした多様な研究の試みを俯瞰するには不
十分な見取り図に過ぎない。 将棋 文学と う視座の有効性は個々の研究の実践の中で具体的な意味が見出されていく になるだろう。
１
	 「芥川賞受賞・高橋弘希インタビュー「小説と将棋は似ている













	 邦訳は馬場弘利訳、 Ｊ・ヒリス ミラー『文学の読み方』 （岩波書店、平成二〇年一一月）
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木村政樹「遊戯的なものと反語的批評― 将棋からみ 「戦後学」状況」 （日本近代文学会口頭発表、平成 八年六月二六日）はこの点と関わるものであった。ま 、升田幸三が「共産党は将棋が流行してゐる間は、あきまへんな。将棋 王将を大事にするもんやさかい 述べたという、織田作之助「二流文楽論」 （ 『改造』昭和二一年一〇月）が紹介するエピソードも興味深い。
11	




















































私のねらいは、読者をして勝負の場の空気を実際に観戦しているように感じさせることであった。それまでにもそうした描写が全然ないではなかったが、それは刺身 ツマ程度で、私のようにそれに主力を注いだものはあまりなかった。時には編集部の方から「将棋指しが昼飯になにを食ったか、そんなことま書く必要はないじゃ か」と横槍 出たこともあ が、私は「そんなば 話はない。鰻丼を平らげるのと、笊蕎麦ですませるのとでは違 。 でその棋士の嗜好もわかれば風貌もおのずと感じられ、読者は親しみをますじゃないか」 、反駁して改めようとしなかった。　
幸い、これは読者に受けて将棋欄がおもしろくなったという




















































食事情報を用いていた事がわかる。　『毎日新聞』紙面の方では、一九八二年三月一六日の夕刊において、 「 “将棋指し”の一番長い日」という題で、前日行われた挑戦者決定リーグ最終局の特集記事が井口昭夫・加古昭光両記者によっ 書かれた。名人挑戦と降級という人生が懸かる所謂「将棋界の一番長い日」 コンテンツ化しよ という試みである。翌年の『将棋世界』一九八三年五月号の「名リーグ最終日
	 棋士の一番長い日
	 関西編




事が恒例化する。棋士の一日を追うという事で、必然的に食事やおやつ注文の様子に言及された。 『週刊将棋』一九八六年三月一九日号の「ザ・ロンゲスト・デー」からは『週刊将棋』が特集記事を引き継ぐ事になり、 「将棋界の一番長い日」の食事情報が以降定番となった。　『週刊将棋』は、創刊号である一九八四年一月二五日号の巻頭記事「第三二期棋聖戦第三局」の書き出しを、森安秀光棋聖が食べた特製うどんから始める ど、速報性のある媒体で積極的に食事情報を展開するようにな 。この『週刊将棋』創刊の頃から、 『毎日新聞』 の名人戦観戦記 食 情報も充実してくる。第四二期名人戦第四局観戦記
　12では、江國滋が全体の枠の半分
を使い、挑戦者の森安八段と同じ物を注文する谷川名人が挑戦者に同調している様子を見て名人が負けるのではないか、と当時感じた事を「メニュー 告げ 」という題で書き残している第四三期名人戦第一局観 記
　13では、二日目夕食を中原王将が







































この機会に竜王戦でやったらどう すか。タイトルマッチまでは半年以上あることだし 今決めておけば可能だと思うけれどもなあ。なんとい てもファンは生の対局をみたいんだし、お好みの席上対局とは 然迫力が違うもの。
	






興行的に成りたつかどうかは検討すると て 、やらきゃいけませんよ 世間の関心 呼ばなきゃ。
山田
　






























のですから、正確には、将棋人口の内へは入れてもらえない部類に属するのでしょう。（中略）将棋そのものは、ほとんど知らない私が、これほどまで魅力を覚えるようになったのも、主人の影響も有るのですが、倉島竹二郎氏の純文学と断言出来 ほどすば し 観戦記を知ってからなのです。　
氏の文章は、元々文学をめざしただけあって 駒と駒の戦い
























まるようになり、その中で食事情報も取り上げられ ようになる。例えば王将戦は第五〇期より現場実況が始まり、第五局一日目には食事写真が掲載されている。二〇〇三 五月に『名人戦棋譜速報』が始まると、青葉記者が食事情報を順位戦 も広げた。二〇〇四年九月二一日に 青葉記者が対局 と同じ食事注文をして画像を公開し め 。これによって、将棋めしは一つの変化 向かえる。今までのタイトル戦の食事情報や食事写真は、どこか遠くの出来事であったが、将棋会館での対局で
事写真を公開することによって、千駄ヶ谷に行けば同じ物が食べられるという、 将棋めしがより身近なものとなったのである。反響も大きく、二〇〇四年一二月一六日には記者投稿されていない対局者の食事情報を求め 投稿が出るなど、食事情報を求める声がより強くな 。 六 九月一五日には 烏記者が出前注文の店名を公開。以前より個別の質問で店名を答えていた事はあったが、この時に初めて店名と注文がセットで提供された。二〇一〇年三月一二日 烏記者が夕食の店名を公開した後は、関東の食事には必ず店名がつくようになり、 『 人戦棋譜速報』の食事情報のフォーマットが完成した。　
二〇一〇年七月五日に『日本将棋連盟モバイル』が開始され




夜）に日本テレビの「月曜から夜ふかし」で「今気になる話題」として 「将棋メシがうまそうに見える件」 が紹介される。 内容は、タイトル戦でおやつが出ることを紹介し、タイトル戦で注文されたカレーを紹介するというも であった。メディア上 将棋めし」という単語が出てきて、そ 情報が消費される時代も始まった。この頃から増えていく観る将棋ファンと食事情報が相乗効果で増えていく。ニコニコ生放送における、昼食休憩中に解説・聞き手が食事写真の公開やタイトル戦のおやつの時間に合わせて行うの「お三時コーナー」といったものは、対局とは関係ないものであるが、観る将棋ファンの棋士を知りたいという需要を満たすものである。そうして対局者 対局者以外食事情報が出てくる将棋中継を見た人が、 食事が面白 、 といった理由で興味を持ち観 ファンになった例も散見される。将棋生中継以前は、将棋めしは将棋を観 雰囲気を味わうためのものであったが、将棋生中継以後は、流れてくる将棋めきっかけになって将棋を観るファンも増えてきた、というこになる。二〇一六年七月五日には『コミックフラッパー』にて松本渚のマンガ「 めし」 連載開始。この年の一〇月に藤井聡太四段が誕生し、 マスコミ 藤井四段の情報を求めて殺到「将棋めし」というワードとともに、一般メディアが食事情報
を取材して記事にするようにもなってきている。　
現在、藤井聡太ブームにより対局者の食事情報が一般メディ
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るように感じさせる目的で誕生し、発展していった。将棋ファンは将棋めしを知ることで将棋を観ているような体験をし、また、将棋棋士に対して親近感を覚えるツールとして活用してきた。インターネット よる生中継 対局場が観戦できるようになっ 現在においても、観る将棋ファンが求める情報の一つとして、今もなお将棋ファン 愛され続けている。これからも、プロ棋士の将棋の対局が続く限り、将棋めしは語られていくであろう。引用・参考文献
1	
棋狂子「この人を見よ」 『國民新聞』一九三二年八月二七日
2	 『國民新聞』 「讀者の聲」一九三二年九月四日3	 棋狂子「先づ腹拵へ」 『國民新聞』一九三二年九月十一日
4	
倉島竹二郎『昭和将棋風雲録』講談社、 八五、 一九頁

















































の狭間」『ユリイカ』7月号（第 49 巻第 11 号（通巻 704 号））　青土社、P188-189
小暮克洋（2012）「王座戦観戦記」『日本経済新聞』2012 年 5 月 25 日夕刊
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る将棋ファン」の情報受容について」「将棋と文学研究会」2018 年 5月例会報告参考。
22	 総務省『社会課題解決のための新たな ICT サービス・技術への人々の意識に関する調査報告』、
2015 年、P45、http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/linkdata/h27_06_houkoku.pdf、（2018







大川慎太郎（2018）「公式棋戦の動き」『将棋世界』2018 年 8 月号　日本将棋連盟、P191

























1	 第 30 期名人戦。1971（昭和 46）年 4月 ~6 月、大山康晴に升田幸三が挑戦。「升田式石田流」
を採用し、最終局までもつれ込む熱戦を繰り広げた。
2	 『読売新聞』1987 年 8月 8日夕刊　参考。
3	 1988（昭和 63）年 4月 14 日、NHK 衛星第一 /BS1 で第 46 期「将棋名人戦」第 1局―第 1
日―として放映されたものが衛星放送でタイトル戦中継の最初。
4	 小 川 博 義「 第 37 期 王 位 戦 イ ン タ ー ネ ッ ト 速 報（4 号 ,1997.3.3）」『 か け は し
ア ー カ イ ブ ズ - 将 棋 を 世 界 に 広 め る 会 』 ホ ー ム ペ ー ジ（http://shogi-isps.org/
kakehashi/2004/07/4199733-9592.html）（2018 年 10 月 13 日閲覧）。
5	 ［佐々木　2018］　P69-70 参考。
6	 ［羽生・川上他　2013］、初出は『週刊ダイヤモンド』2013 年 4月 13日号。
7	 	山田泰弘、又吉龍吾「ドワンゴは､ だから採算度外視で将棋をやる　―人類とコンピュータ
の勝負は新たな段階へ」『東洋経済ONLINE』ホームページ（2015 年 7月 4日更新）（https://





































































































　個人のスマートフォン（スマホ）の保有率の推移をみると、2011 年に 14.6% であっ
たものが、2016 年には 56.8% と 5 年間で 4倍に上昇している。また、30 歳代以下の世
代では、2013 年にはすでに 6割を超えていた 17。特に 10 代、20 代はスマートフォンの



































されていた。販売収入は 12,839 億円（2000 年度）から、10,208 億円（2016 年度）の減










































　第 2回将棋電王戦は対抗戦形式で行われた。2013（平成 25）年 3 月、ponanza が佐
藤慎一を破り、将棋ソフトは初めてプロ棋士に勝利した。また、敗勢の形勢を 230 手に
持将棋（引き分け）に持ち込んだ塚田泰明―Puella	αの対局は翌日のニュース番組「真







































利用世帯は 2003 年末に 47.8%、2004 年末に 62.0% となり、消費者向けのネットサービ



























































































































































































































して居た処の笊党に対して本筋 ことを吹き込む考へであったが読者は兎角に研究よりも噛み合ひを好んで定跡に依って順序に上達するのを面倒 やう 心得 雑誌 引続て研究することを中止し相手を求めて指し合ふ（略）を楽しみとするものが多く折角雑誌で気永に講義しても面倒がって喜んでくれぬのには困る次第である。併し何百人の読者は第一号より引き続き愛読して居て れるから之れ等の人々は必ず利益を得 居ることであらうと考へる故に
本雑誌は益す今の目的を貫ぬく主意ではあ































（ 「雑説」 『将棋新報』一巻七号〈一九〇九〉 ）
に現れて














































せたりする際、将棋を研究する姿勢を持たない人々についてくりかえし言及している点に注目した 。定跡 研究 必要性をく 返し述べるのは そもそもその必要性 強く受け入れていないか、仮に受け入れ たとしても継続的な購読を行うほどには研究をする姿勢が根づいていなかった層が る
　15、とい









































































































あったことは、定式会が、 「棋士が技術の研究を兼ねて親睦を計り来客に対して其の対局をお目に懸ける」ことができる されていたことからも明らかだ。同盟社 とって、 の会の参加者が支援者と重なっていたことは、 二節で述べたとおりである。　
だが、新聞棋戦事業は、参観の禁止という措置をとること

















つつ、 「将棋と文学」が出会っていない事態 記述を通じて、両者の出会いの意味を理解することを目指し （第一節） 。そのために『将棋新報』 いう雑誌に注目し、当時の棋士団体との関係から 『将棋新報』 についての基本的な事柄を確認した （第
「稽古事」から「興行」へ？―将棋と文学の出会わない雑誌としての『将棋新報』43
二節）後、雑誌の内容を検討した。そこからわかった雑誌のあり方は、書き手（棋士）と読者を「師匠－弟子」という関係の下で結びつけるような教材的な性格 保持していたこ だ（第三節） 。この雑誌は江戸時代以来の遊芸の商品化のひとつの局面であった「教授」の商品化を色濃く受け継いだものであることがいえる。他方、矢口論文が対象とした時期には、 うひとつの芸能の商品化の局面、すなわち「興行」化が進展しており、この局面を支 たのが作家・文学者たちだった。ここから文学と将棋 出会いは、 将棋の商品化に関する論理が「稽古事」から「興行」へと転換するうえで欠かさざるべきもの と解することができる 述べた（第四節） 。　「稽古事」と「興行」という異なる商品化のあり方を認めることによって、文学者 が関わる以前の事態を、現在とは異なる芸能の商品化のありよう して理解すること できる。このことは、ひいては将棋史研究の中で半ば自明のものとされている見方、つまり明治～大正期を棋道の衰退期という暗黒史に追いや もの 異なる、別の歴 記述を構想することにつながるだろう。　本稿の限界を述べよう。
　
本稿では、 「稽古事」から「興行」へというように、二つの












たとえば 「第六年を送る」 （ 『将棋新報』 六巻一二号 〈一九一四〉 ） など。
３
	 「将棋同盟社の設立」 『将棋新報』一巻一〇号（一九〇九） 、参照。なお会員に関する規定は後年変更されているが、定式会や大会の参加費無償、 『将棋新報』の無料配布、社員の棋譜の雑誌掲載などサービスの享受者という位置づけは変わっ ない。
４
	


















































































芸能史研究会編、 一九 〇、 『日本芸能史七
	 近代
· 現代』 法政大学出版局



























































が同時代の作家たちとどのような関わりを持ったのか検討していく。 『将棋世界』は、将棋大成会（のち日本将棋連盟）公認の将棋専門誌として、一九三七［昭和一二］年一〇月、博文館より刊行された。本誌は戦中・戦後の一時期の休刊をのぞき、今日まで脈々と続く専門 であり、近代将棋史を考えるうえできわめて重要な位置にある。そしてこの『 世界』には、今日から見ると意外 ほど多 の作家たちが執筆陣として名を連ねていた。彼らがどのように『将棋世界』と関わったのかを検討することで、将棋 文学という異ジャンルの特異な接合について考えていき い。　『将棋世界』の創刊以前の棋界は、様々な棋士団体が離合集

























て大衆が親しめなかつた」それ以前の将棋専門誌 反省から出発している点は重要である。将棋雑誌の読者は、職業士の棋譜の鑑賞だけでなく、定跡講座を用いた自身の棋力向上を期待し いた。しかし、将棋を指す読者に向けた教材としての難易度 設定には、多 の困難がともなうだろう。講座の難易度を上げればその内容を理解できる読者が減少してしまうが、極端な易化を図れば読者 棋力向上の期待に応えることが難 くなる。瀬尾祐一が述べるように、 『将棋世界』以前の将棋専門誌は「教材としての役割を保ちなら、その範囲内においてこの課題の解決を図ろうとした」
５	
のであった。　
それでは、 この課題を認識したうえで出発した 『将棋世界』 は、





一九三七 ［昭和一二］ 年一〇月に創刊された 『将棋世界』 第一巻


























































































































　『将棋世界』創刊号は、高段の棋士たちが執筆を担当し、平手や駒落ちの講座を中心とした連載記事が目立つ。また「虎視眈々たり関西棋界」などの記事では、関西棋界への目配りがなされており、 棋界の東西対立の解消の意図が伺える。さらに 「神田事件」の当事者であった神田辰之助が「私が八段になるまで」において、棋界を二分するに至った自身の昇段問題に触れており、 「将棋大成会公認」の誌面においてそれが活字化されたことの意義は大きい。まさしく棋界の「大同団結」を全面的に打ち出した紙面構成になっていることがわかる。　しかしこのように見ると、 『将棋世界』が、創刊号において
は講座を中心 した紙面になっており、大衆読者 獲得という狙いからはややずれ 印象を覚える それについて 『将棋世界』の編集にあたっていた宮本弓彦 、この号の「編輯後記」
７
に


































る。作家たちの将棋は、嫌がらせのような盤外戦術や反則行為（角田の述べる ころの「奇手」 ）を通して、ユニークに描き出されている。彼らの将棋は序列化されることなく固有名とともに列記される。それぞれの作風や棋力とは異なる軸で作家を描出する営みは、有名作家たちの個性をその固有名ともに消費する読者の期待に応え 「固有名消費」 （大澤聡）
　13	
の一環として位置づけることができるだろ 。一九二〇年代の雑誌『文藝春秋』を中心とす 「文壇将棋」 コンテンツ化は、作家の棋譜が素人将棋にもかかわらず商品価値を持つこと 示していた。もっともそれまでの作家たちの将棋は、 番付（図「新版文壇将棋天狗番付」
　14）というかたちで「強さ」による序列
























指し将棋の終盤を模したパズルである詰将棋があった。創刊号より「懸賞詰将棋」として誌面上で詰将棋が出題されており、読者参加型のコンテンツ 機能していた。 『 世界』に掲載された小説家の随筆には、 この詰将棋をめぐるもの 多い。『将棋世界』一九四一［昭和一六］年六月号に掲載された藤沢桓夫の「将棋随筆」においては、詰将 の魅力が以下のように語られている。


















た小説家たちは、 「読み物」陣として大衆読者 興味関心に働きかける存在として機能していた。また詰将棋の魅力を語る作家たちは、職業棋士ほどの棋力がない読者 ちに寄り添う立場から執筆を行っていた。一方で、もう一つの作家に期待された役割として、 棋戦の観戦記の執筆があげられる。当初観戦記は、各新聞の将棋欄の記者が担当していた。なかでもそ 草分けして『読売新聞』の菅谷北斗星や『毎日新聞』の倉島竹二郎が知られ いる。特に倉島はもとは『三田文学』出身 小説家であり、一九三二［昭和七］年に『国民新聞』に観戦記を執筆したのを契機に観戦記者へと転身した
　19。観戦記者は高い棋力を









花田君の一六歩、木村君の七四歩で、波乱の起りさうだつた局面も純然たる相懸りの同形となつた。 ［……］木村君はいふ。『七四歩で同形となるが、自分のほうから決めるのがイヤであつた』／感想は簡単だが消費時間を見ても分るやうに、この辺は単なる変化ばかりでなく、すべての味や含みを考へ また敵の作戦に陥 まい、何とかして敵の作戦を観破して自己の行動を有利に導かうと、処々実々全智 火花を散らして戦つてゐるので、わ
れ〳〵の相懸り戦とはまさに天と地の相違だ。／この







ての中間者の位置取りにある。感想戦における「七四歩で同形となるが、自分 ほうから決め のがイヤであつた」という木村義雄の「簡単」な感想を聞いた菊池は、その断片的な発話から木 の対局心理を丁寧に解説する。先ほど見たように作家は詰将棋に際しては読者の立場を代弁していたが、ここでは読者に向けて 士の心理を代弁してみせる。将棋専門誌における作家とは、このように職業棋士と読者と 間に位置をとりつつ、誌面の需要に合わせてそ 距離を調整しながら、それぞれの立場を言語化するという中間者的存在なのであった。　
またここで菊池が「大分古い話」として、 『文藝春秋』誌上
での「素人将棋」 棋譜を参照し いる点は重要 る。菊池はそれを梅原龍三郎と南部修太郎の対局としているが、これは記憶違い あり、一九二八［昭和三］年三月 『文藝春秋』に掲載された久米正雄と梅原龍三郎の対局であったと考えられる。戦型はいずれも相掛かりであり、 一部に異同があ ものの、花田―木村戦とほぼ一致する局面が らわれている。萩原淳の
講評においても「手順に前後はあれど相懸戦として先手後手の対陣は堂々と整備された」
　22と述べられており、菊池がここで
回顧する「ともかくも相懸りが出来あがつた」という評言と近似している。八年前の素人将棋の棋譜を、観戦記にお てほぼ正確に参照す 菊池の記憶力は驚くべきものである。そしてこのように過去の棋戦のアーカイヴから 譜を参照する記憶の働きは、職業棋士たちの棋譜の轍を踏襲する「定跡」という営みに近接していくことになるだろう。素人将棋の対局とはいえ、その棋譜は公開されたものであり、文士の対局 職業棋士の棋譜と同様 、 「定跡」のように読者が クセス可能な記憶のアーカイヴ して機能していたのだ。　
しかしながら菊池の観戦記においては、花田―木村戦におけ






太郎の対局の観戦記であり、 「金八段の面貌は決意の色動いて、応じたり八四歩！息を凝らすこと数刻、僕の二六歩の予想は外れて花田八段は意外にも五六飛！」 いった調子で、時代小説の鍔迫り合いと見紛うような筆致を通して、緊迫感ある対局場面が描写されて る。対局 合間に棋士が長考に入ると「僕」の饒舌 その余白を埋め、 時間の推移と観戦期を読む読者の時間があたかも同期され か ような仕掛けが施される。興味深いのは、そうした饒舌体を通して語られる 記者の心理である。





ウトサイダーとしての小説家の立場である。将棋界の高位にある棋士の対局に立ち会う「僕」は、 「心細い棋力」の持ち主に過ぎない。しかし、観戦記を執筆するにあたっては「八段何者ぞ？」という気概を腹 蔵している。そうした不釣り合いは滑稽ではあるものの、 「強さ」と段位という将棋界の序列化の機構から、あくまでも「自由」なアウトサイダーとして 作家の立場が浮かび上がってくる 職業棋士の棋戦に立ち会 作家という存在の奇妙さと滑稽さ
―
南部の観戦記が対象化するのは











が、実態として成功していたのか否かについて、残念ながら手元の資料では判断 がたい。しかし講座と「読み物」の両翼で読者の期待をカヴァーすると う戦略が、多くの困難をともなうものであったこと 想像に難くない。 『将棋世界』 一九四一 ［昭和一六］年八月号の「編輯後記」からは、そう た困難 一端が伺える。
















的な論考である。そこで新居は、かつて雑誌『新青年』で企画された井伏鱒二との対局の様子を回顧している。 「ヨイシヨ、ソラ来た」という掛け声で、早指しで行われた対局は、あまりの早さから棋譜がとれないほどのも あった。新居はそれに対し、 「めちやくちや将棋に棋譜 ありようがない」と述べている。文壇将棋の棋譜を記録しコンテンツとして商品化するという当時の風潮に対して、どこか冷めた眼差しがそこには る。さらに続けて新居は「文壇の人々にも将棋の好きな人が沢山 る。それらの将棋逸話と来たら数限りも い」が、 「 れは可笑しい丈の話で、本誌 如き専門雑誌にかくべき筋合いではないと思ふから止めた」とする。これまで「読み物」として求められていたはずの作家の将棋にまつわる「個性的」なエピソードの列挙は、早々に断念さ る。そして代わりに新居が描くのは、自身と木村義雄をめぐる以下のような関係性であった。
たゞ、わたしは誰からともなく木村名人は対局中、時々庭へ下りて四股を踏む、すると、天外の妙想奇手が浮んで来るのだと聞いてゐ 。 ［……］／「ようし、原稿をかくのに詰まつたら、庭に下り 自分も四股を踏まう。たしかにいゝ方法だ。第一原稿用紙は線を引いてあること 将棋盤に似てゐる。一字一字が非常な熟慮の に入れられて行つていゝのだ。それだのに、わ



















倉島生「将棋」 、 『文藝春秋』 、 九三六［昭和一一］ 三月。
４
	
倉島生「将棋」 、 『文藝春秋』 、一九三六［昭和一一］年六月
５
	


























角田喜久雄「個性ある棋士」 、 『将棋世界』 、一九三七［昭和一二］年一一月。
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うになった。段位にかかわらず、一局二円だった。江戸幕府からの保護を失い、苦難の道を歩んでい 将棋界にとって、新聞棋戦の開始は一筋の光明になった。また 愛花は東京市京橋区明石町の自宅を本拠にして、月刊の将棋雑誌「将棊新報」を創刊（四一年一二月号） 、毎号いろいろなテーマで執筆した。　
さらに、交流の少なかった棋士同士の団結を唱え、初の棋士
団体「将棊同盟會」 結成に尽力した。翌四二年八月八日に発会式を行い、 同年 〇月三日に 「将棊同盟社」 と名称を変更した。　
当時の棋士は、ほとんどが副業を持ち、裕福ではなく、対局









































































































































































































































て、関係者の間でいろいろな思惑があった。実際に将棋界で活躍し いた八段は、井上、関根、阪田の三人。この中から次期名人が決まると考えられて た。中でも最有力候補だった関根にとって、新たに八段が誕生することは 自分 名 襲位に差し障る 考えて土居の 昇段を認めなかった。　
結局、将棊同盟社は関根の許しを得ぬまま土居の八段昇進を





二〇日、新たに棋士団体「東京将棊倶楽部」 （柳澤伯爵の命名）を結成する。その後、関根は土居の八段昇進を認め 同八年三月一六日に催された八段披露会にも出席して免状 手渡した。　
小野十二世名人が同一〇年一月二九日に九一歳（数え）で亡













































あり且前途に春秋の多い を名人にすべしと主張し、毎月のやうに有名な三木愛花翁が筆をとつて居られ、そして實際のところをいふと關根先生が一番影が薄いやうであつた。 兎も角、關根・坂田・土居の三派は、小野名人の死 同時に各々行動を開始した。 （中略）坂田 吉師には關西将棋界は勿論 阪朝日が絶對の支持を與へて居たし、東京でも柳澤伯 主義の立場から支持してゐられた である。關根先生の方には金（當時七段） 筆頭にひかへて居たが金師もまだ若い頃で社會的な力は極めて弱かつた。 し其處へ力をかさうとし が、竹内翁
２
と私と、それに東京朝日の桑島俊（鈍聴子）氏である。
其間種々の經緯はあつたが、坂田師には私が柳澤伯邸で説き、三木氏には竹内翁が會つて、結局關根先生の「名人」繼承が実現するやう なつたのである。關根先生の五十五歳の時であつたと思ふ。 （原文のママ、後略） 》
　
この文章は昭和一〇年 （一九三五年） の大崎八段の口述を、 「国






































六段、木村義雄六段、寺田梅吉五段、飯塚勘一郎五段、小泉兼吉五段、金子金五郎五 平野信助 山北孫三 根岸勇四段、 渡辺東一四段、 萩原淳四段、 鈴木禎一四段の合計二〇人。　
また同日、 大崎、 金の八段昇段が発表された。この年、 「大崎会」









































































































































月五日号から五月二八日号まで一一回にわたり連載した“将棋隋筆盤側三十年”の中から、その個所を引用する。《私が二度目に棋界の世話役を引き受けたのは昭和三、 四年頃であつた。その頃将棋はだいぶ盛んになつてはいたが、それもきわめて低調なも であつた。因襲久しき封建制 容易に改まらず、積る情弊が少なからず 界の隆昌を妨げていた。 （略）　
いろいろと考えたあげく、到達した結論は、名人制度の変革






た。早速草案を取り出して要談に入つ 棋界の現状から将来にわ つて子細に検討し、改革のやむを得ざること 改革のもたらす効果の見通しなどについ 詳しく述べた。名人はほとんど口をきかず、時々眼をつぶつて考え いたが、やがて口を開いていとも静 に「結構です、 どうぞおやり下さい」 いつて、くりかえし私の苦心 対し 謝意を表するのであつ 。 （略）
　
越えて三月十八日、全八段を拙宅に招集した。木見は大阪か
ら何ごともご一任すると申入れて来た。この日一新聞（注：東京日日新聞）が「関根名人退位か」の大見出しで、三段抜きのトップニュース してこの会同（注：会合のこと）を大きく取扱つたので、早朝から新聞社、通信社その他 多数の人々の来訪を受け 。電話のベルは鳴りつづけた。門前には数台 自動車がとまつて、何ごとかと近所のひとびとを驚かした。　
やがて全員参集。土居、金、大崎、花田、木村、金子の六人
であつた。会議は階上の一室で開かれた。彼等は さの新聞で大体推察していたが、 草案を見てさすがに驚いたようであつた。二時間にわたる質問応答ののち全員喜んで賛成、小修正を加えただけでこれを可決した。ただこの企画が一年七八万円を要する点において実現 やぶむ気配が濃厚であつた。今のカネにすれば千万円にも当る けで、あやぶむ が当然 あつた。この会談は全員棋界の前途を思う熱意に燃え 極めて真剣な、しかも和気あいあい るふんいきの ちに行われた。　
つづいて廿五日山王境内の茶屋に臨時総会を開いて付議した



























































ける新聞 はいくつかあったが、 いずれも失敗に終わっていた。中でも読売新聞社は、正力松太郎社長の意向を受け 担当記者の菅谷北斗星が十年越しで働きかけていた。　












































































”（下） 」 ） 。









筋が、心なしかげっそり肉が落ち、やつれたのを感じた。私何ということ 目頭の熱くなる をどう もすることが出来なかった。　
急に坂田氏が振り返った。 『おおきにご苦労様でございました』







































































昭和二一年、大阪日日新聞社入社。二六年、サンケイ新聞東京本社入社、三五年朝日新聞東京本社入社、三八年に退社して文筆生活に る。 作家、 将棋史研究家。 平成七年一一月一〇日逝去。








































































































	 鼎談」 （ 『将棋世界』一九四〇 ・ 一二、 三～一〇頁） 、 「玄
人と素人熱戦譜」 （ 『将棋世界』 九四一 ・六、 三 一〇頁）があるが、対象外とした。
																	
菊池寛氏談「金子氏の成績、全く驚異」 （ 『読売新聞』朝刊、一九二九・一〇・二九、 二面）金子七段が棋界の逸材であり その棋風名人の風格ありといふことは予て承知してゐたが、今回の如く八段を三人までも連続薙ぎ倒さうとは、八段同
志ママ
の間においても前例のないことで、
全く驚異的成績である。木村八段との対局はさぞ見物だらう、自分は是非見て書いてみたいと思ふ菊池「昇段規定無しの手合」 （ 「将棋」 『文藝春秋』一九三四・一二、 一三一頁）　
萩原七段が、僕の所へ来て、 （今年は成績がいゝから八段に
なれるかも知れん）と、欣んでゐたが十月になつて急に、 （今年は規定が変つて二年制になつたから、どんなに成績がよくつてもなれん）と云 しよげてゐた。 （そんなら、今年の規定はいつ定まつたんだ？）と云つて訊い ら、 （今年の初から、秋になつたら変へると云ふ話であつた）と云ふ。ぢやつまり去年の規定 、今年の初で効力を無くし ゐたわけである。それで見ると、将棋連盟の人達は、今年の初から十月の初まで、昇段規定なしに を指してゐたわけである。もし 九月去年の が効力あるものな ば、萩原の成績は、その 定の適用を受けてもいゝものだからである。 九月までの成績
復刻　菊池寛将棋関連文章87















菊池寛「人生は将棋なり」 （ 「キング大娯楽園」 『キング』一九三六・四、 二六八頁）人生は一局の棋なり。一番勝負なり。指し直すこと能はず。
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宝暦六年の頃である。 仙台の 保原嘉茂左衛門 云ふ青年が、


























































近来の壮挙である 坂田氏を入れない名人戦は、何と云つても完璧とは云へないと思ふ。坂田氏は、関根 と 同等の棋位を持つてゐたと云つてもよいので、他年関東の将棋界に対し一敵国であつたのだ。従つて過去に於て、たしかに名人を名乗つてもよい時代があつたのである。たゞ名人位に対する王道が開かれてゐなかつたゝめ、 強引に名人を名乗つた め孤立になつたが孤立のまゝで晩年を終らせるこ は坂田氏のためにも、日本将棋界のために 遺憾 ると思ふ 今度この人が従来の行きがかりを一擲して名人戦に参加することは、日本棋界のため も、坂田氏のためにも、 のためにも慶賀すべきこ である。　
六十九歳の老齢に拘らず頗る元気だが、何と云つても多年盤
面から遠ざかつてゐたことは大き 不利である。最初の二、 三局はそのために不振かも知れないが、やがて坂田氏本 面目を発揮するだ うから、新聞将棋の焦点となることも遅く ないであらう。
復刻　菊池寛将棋関連文章91






今更名人戦に参加することは、 相当の苦痛であつたに違ひ 。しかし、僕はこれ以外に、坂田氏を生かし切る道はないと信じて坂田氏を説いた。坂田氏も 大死一番、遂に名人戦参加を決心した。たゞ、将棋を指したさの一心からだ。そ 一心あつてこそ、関西名人の名に背かないと思ふ。 の 心は、坂田氏の晩年を飾る気魄の花だ。この一心があれば
　
名人戦に全敗して







今二、 三局指して落着きが出来たら必ずや坂田本来の面目を発揮して、坂田弱しの下馬評を粉砕するだらうと思つてゐる。花田八段が棋士の年齢は問題でない。気魄の問題だ い たが、坂田氏はその烈々たる闘志にお て
　
壮年棋士の何人にも
劣るものではないと思つてゐ 。彼はきつと木村名人打倒の野心をその六十九歳の小躯に、 燃や ゐるのではないかと思ふ。
　
















はあるが、ずつと苦労が少かつたのではないか。弱冠に て、豊富な棋才に恵まれた土居さんは、関根名人に発見されて 上京して見れば、蓑 川井、勝浦などの先輩は、大したこともなく、井上八段坂田八段などの強敵とは、指す機会に恵まれず、花田、大崎などは ほ未だ台頭せず、苦手も強敵もない土居八











たらどうだ うか ま 名人戦の始まる前に もし木村名人が敗退した場合の処置をも考へて置くべきであつたのだ。名人をすぐ八段に降下するなどといふことは、 人情的 も出来ないし、実際問題としても不都合である。名人が敗退した場合は、やはり准名人といふ称号を贈つて、特別扱ひをすべきである。准名人に対しては、八段戦参加の場合にも、ある特点を認むべきか、認むべきでないか これはちよつと難かしい問題である。菊池寛「僕の将棋生活」 （ 『将棋世界』一九四一・三、 二～三頁）　
僕が、最初将棋の趣味を養はれたのは、 「萬朝報」のため
















する交渉のために、 時事新報へ来 ことを覚えてゐる。たしか佐藤と云ふ人と一しよであつた。この佐藤と云ふ人は、国民将棋欄を担当してゐ 人で 将棋を新聞紙に持ち込むことに、相当功績のあつた人であるらしい。　
その頃、僕は湯島天神下にあつた館花浪路と云ふ老人が開い






しか二段だつたと思ふ。金さん 、一度来 ことがあるやうに思ふ。その頃、金子氏が、神楽坂の近くに稽古所を開いてゐたが、やはり僕 家へ一二度来たやうに思ふ。　
その頃の方が、僕は今よりも、盛んに将棋生活をやつてゐた
わけで、大阪へ行つたときなど、わざ〳〵木見氏を訪問して、指して貰つたり また御苦労千万にも、吹田まで行つて坂田氏を訪ねたことさへある。その時、坂田氏は不在であつた、一昨年だつたが、坂田氏は将棋界に復活せんとし 僕を訪ねて来たが、そのときが とは初対面であつた。　
僕が、将棋に熱心であつたのは、昭和二 三年までゝ、その
後は何となく 将棋に遠ざかり、一時は萩原君がやつて来る場合は、此方の方でおつき合をするやうな風にな てゐた。従
て、将棋界との接触も少くなつたから、新八段などは、顔も知らない人もある位だ。しかし、最近は、萩原君の外、梶君が来るし、新進の松田四段、高柳二段なども時々来るので、将棋を指す機会が多くなつた。無署名「菊池寛氏の投書」 （ 『将棋世界』一九四一・一二、 五一頁）　
先月号の読者の棋譜の中、第三局の清水宮本両氏の棋力を、










































































































































































最初に読んで驚いたのは坂口安吾の「散る日本」です。 （略）塚田と木村に対する思いが、日本の状況論というか、戦後の精神の有様にクロスしてくる。 （略）文章が相当上等だと感じました。 （略）自分が一人称で書いていく時 一つの祖型となり



















































































































































































特異な動きをする〈桂馬〉と〈幻想〉とを組み合わせ 題名は秀逸だ。 〈金 ひく〉 は済寧館の決戦の木村の守りの勝負手 「四八金」を想起させる。桂 〈はねだす〉というのも適切だ。そて〈四五桂〉に注目したい。当初配置の二九（もしくは二一）
坂口安吾はなぜ木村義雄を書いたのか103
から三七（もしくは三三）経由で四五と正しい筋に桂馬を跳ねている。　「散る日本」では〈将棋を知らない〉に続いて〈けれども、この十年間、名人戦ばかりでなく、その他の勝負、これと ふ手合に殆ど負けてゐないのだから、調子だけでかうは行く筈のものではない。 （略）木村名人はたしかに強いに相違ない（略）木村名人の一代前は関根名人と云つて、この人は将棋は弱かつたが、 将棋がキレイで、 さすがに名人の風格 などと称せられた〉と記している。 〈将棋を知らな 〉とは書きながらも（両名人の強弱に多少の誇張はあるが）将棋界のあらまし 把握していた。実は同様のレトリックを安吾は唯一の肉声録音で 残 ている。 「済寧館の決戦」直後 四九年六月六日にＮＨＫ第一放送の「朝の訪問」で「碁や将棋、特に将棋が非常にお好きなんですね」との問いに 「いえ、好きじゃないん すよ。将棋僕は下手なんです 碁の方がね、まあいくらかと言ったっ 大してうまくないけどね」と言いながら直後に「 （ は）勝負の決する最後の瞬間ま 、もう鍔ぜり合いみな なもんです。その激しさという は、 僕なんかみたいな野次馬 は観て て、こんなに面白いもの ないんですね」 。 〈好きじゃな 〉 けど 〈こんなに面白いものはな 〉と 安吾ならではの表現だ。　五四年一一月三〇日、故郷に帰った安吾は「新潟日報新館落成
記念文芸講演会」で畏友尾崎士郎と共に演台に上った。一二月一日付の同紙朝刊は〈機知と熱の文学論／尾崎、坂口両氏講演会〉との見出しで〈まず坂口氏が演台に立ち、大山氏に名人位を奪われた木村前名人の例を引き／形ち、姿、感情に重きをおいた木村の将棋は真理に重点をおく大山氏に敗れた。真理とはだれにでも判り易いものでなければならず、文学 底を貫くものは真理でなければならぬ。／と坂口文学の旗印を示せば（略） 〉 報じた。翌年二月に亡くなる直前、生涯最後の講演で二年前（五二年）の名人戦を例にして文学を語ったことは、将棋に対する関心を最期まで持ち続けていた何よりの証拠だ。三．安吾はなぜ木村義雄を書いたのか　
安吾は将棋観戦記を書いた明確な理由を残している。










人戦の人気である。 （略）碁の本因坊戦ときてはたかが一家名をつぐだけ ことにすぎない。 （略） 碁も名人戦をやらねばならぬ。実力第一 者を争うギリギリの勝負でなければ決して天下の人気をわかすことはできない〉と囲碁界に手厳しい。安吾は〈私は碁の大手合は時々見た〉 「散 日本」 記したが、観戦記を残していない。観戦記は書く必然性があったから書いたのだ。　
安吾の将棋観戦記はすべて木村義雄が対局者だ。 「散る日本





同年初場所での双葉山の七十連勝成らずの敗因を分析 一文だ。 「散る日本」に〈相撲 ケンリ」との一節が出 くるが、木村はその場所も初日から升席に通い、三日目、六十九連勝目の駒ノ里戦も観ている。連勝が途絶えた四日目の安藝ノ海戦所用 ため観られなかったのだが、それまでの観戦か 双葉山の敗因を詳細に考察してい 。いわく 横綱 面目の為めに
成るべく待ったをせず、 多少不利でも受けて立つといふ観念が、病後の彼れに意外の重荷を負はした〉 〈横綱の貫禄も大切ではあるが、それは決して呼吸が合はないでも、無理に立つことを要求す ものではない〉 〈将棋は序盤に有利な陣を布い 、中盤の戦闘時期に入る準備をなすのが必要（略）序盤の岐れが互角でないと、後がなかなか面倒 立上がりの綺麗といふことも程度の問題で 彼れの後援者や贔屓が、無暗に立ちを急がせて、彼れの成績を汚しては らぬ〉と双葉山 立ち合い ついて疑義を呈している。双葉山の「 の先」の立ち合い 強さと美しさを兼ね備えていると賞賛されていた
　16。連勝は三六年
初場所から始まった。一方で「第一期名人決定大棋戦」は三五年から三七年の暮れにかけ 行われ、木村 初 実力制名人に就いた。既に神格視さ ていた双葉山への批判は同時代の覇者である木村以外 許されることではない。木村は同誌 三八年一〇月号でも「将棋と戦略」で将棋の実際の読みを孫子 兵法などを例に挙げながら説いている。　





木村名人が双葉山を評して、将棋では序盤に位負けすると最後まで押されて負けてしまふ。名人だなどと云つても序盤で立ちおくれてはそ まで（略）双葉の如く、敵の声で立上り、敵に立上りの優位を与へるのが横綱たる 貫禄 といふ考へ方 どうかと思ふ、といふことを述べ ゐ 。
「大阪の反逆」 （ 「改造」四七年四月）

















は坂田八段の端歩 （九四歩） を題材にしている。 〈坂
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田の端の歩突きは、いかに阿呆な手であったにしろ、常に横紙破りの将棋をさして来た坂田の青春の た。 （略）この手は将棋 定跡というオルソドックスに対する坂田の挑戦であった〉と肯定的に捉えている。　「大阪の反逆」が〈将棋の升田七段が木村名人に三連勝以来、大阪の反逆といふやうなことが、 時々新聞雑誌に現れはじめた〉と大阪期待の将棋指しから始まるのは、坂田から文学を論じた織田へのこの上ない手向けだ。一方で〈升田七段の攻撃速度は迅速意外で、 従来の定跡が手おくれになつて まふ
（時事新報）
〉
との〈 度〉 言及は「坂田の端歩」否定 伏線として効果的である。安吾は〈最初 一手に端歩をついたといふ衒気の方が面白い。第一局に負けて、第二局で、又懲 もせず、端歩をついたといふ馬鹿な意地が面白い〉とまずは面白がるが、木村の〈名人だなどと云つても序盤 立ちおくれて それまでで、（略）双葉の如く、敵の声で立上り、敵に立上りの優位を与へるのが横綱たるの貫禄だ いふ考へ方はどうかと思ふ〉を例に引き、 〈第一手に端歩をつくなどといふの 馬鹿げたことだ〉と否定した。そして 〈私は先に坂田八段の端歩のことを言つた。これは如何にも大阪的だ。然し、大阪の良さではなく悪さだ。 （略）なぜなら、木村名人の序盤に位負けしては勝負に負ける、 序盤に位勝ちすること自体 力量の優位 だから、
といふオルソドックスの前では当然敗北すべき素朴なハッタリにすぎない〉と続けた。果たして安吾は〈織田は悲しい男であつた。彼はあまりにも、ふるさと、大阪を意識し ぎたのである。ありあまる才能を持ちながら、 大阪に限定されてしまつた。彼は坂田八段の端歩を再現してゐる〉と木村の双葉山論と坂田の端歩との対比により織田を語った。安吾が将棋を識っていたからこその織田への挽歌である。　
また、安吾は織田の「可能性の文学」を読んで、木村の言う


















が今迄他流試合をして、その図々しさに呆れたのは将棋さしのチームであった。 （略）木村名人が初段で最も強く、あとは大概、三四級というところだが、彼らは碁と将棋は違っても盤面に向う商売なのだから、第一に場馴れており、勝負のコツは、先ず相手を呑んでかゝるこ だという勝負の大原則を心得ている（略）僕が碁に負けて口惜しいと思ったのは、この将棋の連中で、いつか復讐戦をやりたいと思っているのも、この連中だけだ〉と回想した。自分の がチームの負けに直結して悔しくない訳がない。　
のちに「散る日本」での対局開始直後に〈木村名人は私達に











が度々自滅することに触れた上で〈それらの日本的な勝負の鬼どもに比べて、 なんとまア呉清源は、 完全なる鬼であり、 そして、完全に人間ではないことよ〉と感嘆している。ただし〈完全る鬼〉に感心したが「人間」呉清源には評価を濁している。 「呉清源」 の結びは 〈呉清源がジコーサマ
　19に入門せざるを得なかっ
たのも、天才の悲劇的な宿命であったろう 私 思う〉 「勝負師」の冒頭でも川端康成らと共に呉を囲 だ席で安吾は〈要領を得ない座談会
　20で、面白をかしくもなく、後味がわるかつた。
































































































名詞としての登場、控え室の面々が各一 ） 。　（３）中篇小説特輯の一つとして掲載。目次で隣にあるのは井伏鱒二の「本日休診」 。　（４）全七篇収録の中短編集。 「勝負師」以外は普通の小説、随筆。安吾が細字万年筆の青インクで白地の見返し 左ページに〈筆者自家用／門外不出〉との書き込みがあった。安吾は五一年に税金未払いにより原稿料や蔵書の差 押さえを喰っている。その中の一冊が巡り巡って母校東洋大に納まったと推察され 「勝負師」本文にも カ所の書き込みあり。①中公文庫「勝負師」で九〇ページの〈塚田の指手が報らせてきた。／六六歩〉 〈木村はそれをノータイムで、同歩 ある行から一二行先、 九一ページの〈持ち時間 あといくらもない木村が、又、長考にはいる の右側に見返しと同じ青インクで線が引かれ、その右上 〈次は塚田の／指手なる／べし？〉との書き込みあり。木村の同歩の直後な で、確かに長考は塚田でなはならない ②同九五ページの 〈木村、 四十九分考へて、 四五金とあるうち〈木村〉 側 線が引か 、そこ ら 指示線の
先に〈塚田？〉と書き込まれていた。九〇ページの〈木村〉の同歩の直後の手なので〈塚田〉が正しい 七篇のうち書き込みがあるのは「勝負師」だけ。安吾が自作を読み返したこと、自分が書いた手番の誤りに気づく程度の棋力があることを証明している。　（５）作品集「勝負師」は本来、観戦記集として出版されるはずだった。先に「後記」 冒頭を挙げたが、ここでは末尾を紹介する。 〈私は闘争の美しさを好む。好むのあまり、やむべからずして書いたもの 、こ 一冊の本である。ねがはくは読者よ、闘争を愛するはよし 正 く健康に愛し、合理的に処理して、再び戦争の愚をくりかへすこと 、激しく憎もうではないか。／健全な 闘争に美神の宿らんことを。／一九四九・八・十六
　
著者〉 。格調高く結ばれている。もし 「後記」
が載った観戦記集が安吾の意図の通りに出ていたら、 れら作品群はもっと陽の当たる場所にあったに違 な 。　（６） 「勝負師」が、 安吾の本来の意図とは違った作品集になった理由は「後記」と二通の詫び状から推察でき 作品社社主の山内文三からの五〇年一月二三日付の書簡は〈御叱正の御葉書頂戴致し早速八木岡を参上せしめ御詫申上候処御寛容 お図り賜り御厚情のほど御礼申上候〉 。書簡中に出てくる同社の編集者である八木岡英治からは二月五日付で〈勝負師十部別便
坂口安吾はなぜ木村義雄を書いたのか111













研究集会の筆者発表で「安吾が書いたのは観戦記か？」という問題提起があった。 「定本坂口安吾全集」 （全一三巻・六七年～七一年・冬樹社）は「散る日本」 勝負師」を小説に、 「観戦記」を評論に分類する。観戦記の枠を越えているという考えもあるが、ここではまとめて観戦記として扱う。
３
	





従来は初出未詳。筆者が将棋ペンクラブ会報 「将棋ペン倶楽部 （以下、 倶楽部） 」 （下）①（一一年・春＝第五五号）で報告。同作は「将棋新聞」 第一四号 （四八年三月一〇日） に 「私の将棋観」 名で転載。
５
	


































双葉山は幼少時に吹き矢で右目を負傷、ほ んど失明状態だったので激しい相撲 取りづらく、後の先の立 合いになったという説あり。
17	




璽光様 （璽光尊） 。璽宇教教祖。呉は一時期、 双葉山と共に信者だった。
20	 「囲碁・人生・神様」 （ 「文藝春秋」四九年七月） 。参加者は他に豊島与志雄、火野葦平。
21	





























































イが著されている。財界に目を向けてみても、 えば池田成彬『私の人生観』 （文藝春秋新社）が一九五一年三月 刊行されている。　
小林秀雄の『私の人生観』は、そもそもは講演であった。冒
頭に「この前ここでお話しを依頼された時、 「私の人生観」という課題を与えられました。 」とあ から、 「私の人生観」を語
ることが小林自身の発案でないことは明白だが、坂口安吾や河上徹太郎が似た題名で執筆するときには、小林秀雄という先蹤を意識したであろうことは想像に難くない。






























が接尾語として成立するにともなって生じた語。 」とある。したがって、引用の前半の「古い事ではありますまい」 「近頃の事」という小林の推測は正しいと言える。だが、 『大思想家の人生観』で知られるドイツの哲学者ルドルフ ・ オイケンの「
A
nschauung 」







電車だとか、犬ころだとか、そんなものがやたらと見えたところで仕方がない 極楽浄土が見えて来なければいけない。 「観無量寿経」という御経に、十六観というものが説かれております。それによります 極楽浄土というもの 、空想するもので


















































ではないと思う。文字の上において、一應道徳的なものは首肯されても、そこに體驗の裏付がなければ ほんとうの信條、不動の信條に らない。藝道修行の面においても、色色な場合に遭遇して、種種の體驗を經なければ、身 つくやうな信條は得られない。　
私の場合でいうなら、三四段時分、棋道に對するこうと思つた
信條も、さ 修行 年數を經て、五段、六段と昇る頃には いつかその信條が動搖し、懐疑的 なつて、考へ方も違つてくる。殊に生活的に大きな變化に直面すると、例えば過去十年間 ような日本人の誰もが體驗した激 期に揉まれると きびしい生活面からの影響で、藝道修行に對する考え方も變つてくることが少なくない。思えばなさけないことであ 。しかし社會的な變化から、現實的な日常生活に影響を蒙ることはどうにもならない。　
將棋の戰と同じように、こうした局面 變化に次から次と遭






去にもそういう時代があつた。眩惑され ことによつて ひたむきな精進となり、自己の内容を充實出來るなら結構である。が、將棋の如く、藝道修行の面と、技倆を戰わす勝負道との二つの面を思う時、兎角勝利の大寫しに眩惑されて、ほん の修行道を見忘れる惧れがある。　
勝たんがための研究であり、勝たんがため 修行である。と
いえば、これは人生においても適用されると思うが これのみに熱中すると、修行道という道を見失つて、勝負道 邪道に陥り易い。こうなつては、常時思想が動搖して、到底信條などというものは得られ い。　
これは私の獨斷である。或は獨善であるかも知れない。が、
私は人間に生を享けたからには 人間的な在り方に徹 たいと思つている。 思つていても到底徹し切れるものではあるまいが、
すくなくとも人生修行にいそしみたいと思つている。　「人生」などといえば、廣大無邊なもので、誰だつて容易に達し得られるものではあるまいと思う。しかし私には人生修行の線と、 藝道修行の線 は並行しているかのように考えられる。廣大無邊な人生も、藝道 線によつて、或る高度にすすむことが出來れば、或は人生の線 高度 達し得られ のではな かと考えている。かりにそうだとすれば、藝道 は修正のものである以上、人生修行にもおそらく極點はあるまい。私の過去に戰わされた千數百局の公開對局を通覧して 、なさけなことに滿足な將棋 一局もない。甘えれば三、 四局 あろうが、それ等は總て負けた將棋であ　勝負に勝つたが故に制度上名人位に就いてはいるが、私は人







き、やはり小林秀 的な「見」と「観」が み取れてしまう。それはつまり、人生観を語 木村義雄は、かつては実力主義者であったのだとしても、 この時点 はすっかり芸道修行の面 （修行道）と、技倆を戦わす勝負道（将棋道）の二つの面を器用巧みに使い分ける「教祖」と化していると あると うこだ。要するに、坂口安吾的な視点から見 、 ほんど小林秀雄なの 。　
もちろん、常識的には、木村義雄は何ら間違ったことを言っ





































































力では名人戦を争うと結局名人位が呉八段に行く、つまり中国へ持って行かれてしま 、それを怖れているのだという巷説であるが、こんなバカな話はない。 」とあるように、呉清源を実力主義により押し上げたかったからにほかならない 、図らずも文筆の世界では呉清源は木村義雄と肩を並べていたこと な 。　
坂口安吾に限らず、多くの作家たちが当時、囲碁や将棋に関



































































友』という表題の同人雑誌を定期的に出していた。私たち同人にとって、本作り 作業はもちろん初めての経験で、みんなで書いた自戦記・講座・随筆などの文章は稚拙な内容だっ ただ若者が抱く夢と熱気は充満していたと思う。一九七一年に創刊した『棋友』は、 二年後に諸事情によって休刊することになった（通巻で一三号） 。　
一九七三年二月。前年に四段に昇段して棋士になった私（当




た。 《 「棋友」有難う。こ テの雑誌は大好きです。マラソン大会からミジメ君の話まで、全部読みました。休刊は、なんとも残念です。おヒマ 出来 した 、ぜひ遊びに来てください何人で来られても歓迎します》とい 文面だった。　
私はとてもうれしかった。その好意に甘えて、同人仲間で弟
弟子である沼春雄三段と一緒に、山口の自宅を訪れた。白亜の洋館風の建物だった。私 ちは応接間に通された 奥 壁には、高さ三メートル、幅四メートルほどの大きな書架が設置さ ていて、文学全集、事典、美術書などがぎっしりと並んでいた。　
山口は、自宅で定期的に棋士から指導を受けていた。その棋























中原名人と角落ちの手合いでお好み対局を指す企画 ある。山口が「テレビ将棋はなあ……」と渋った様子 見せる 、巨泉
が「中原なんか、やっつけちゃいなさいよ。別にハゲなんか気にすることは いでしょ」と、励ましとも冷やかしともつかぬことを言って、一同は大笑いした。　
夕食の時間になると、みんなで地下の食堂に席を移し、治子






































た気持ちと、健康上の理由からだという。将棋を指すと血圧が上がり、アイスノンを頭に巻いて指すこともあった。ほかに、あるトラブルが起因したようだ。詳細については言葉を濁したが、山口がとくに親しく ていた二人の棋士と考え方で行き違いが生じ、不和になったという。山口 思い入 が深くなるにつれ、それを鬱陶しいと感じた状況があったのかもしれない。　
山口はその後、甲子園で活躍した地元の都立高校の野球部
応援したり、温泉旅行に出かけ り、水彩画を描い りし 、余暇をのんび と過ごした。　
一九八七年に河口俊彦六段、観戦記者の東公平らが中心に
なって「将棋ペンクラブ」が設立され 将棋ジャーナリズムの活性化、将棋に関わる イターの待遇改善、文壇将棋会の開催、などを趣旨にした。山口はその際に相談を受けた。趣旨に賛同するとともに 優れ 文章を書いた人たちに贈る「 ペ
ンクラブ大賞」の選考委員を引き受けた。さらに、山口は以前に勤務していたサントリーに持ちかけ、大賞の賞金を協賛するよう 話をつけてくれた。　
山口は、将棋ジャーナリズムの確立をかねてから提唱してい
た。良い批評家がいない世界は発展しないと考えていた。その意味で、観戦記者らの地位や待遇の向上を願っていた。実は、山口は作家になる前、少な スペースで簡潔に書かなくてはけない、 新聞の将棋欄の観戦記を読んで文章を勉強したという。とくに加藤治郎名誉九段の観戦記 参考になったそうだ。　
私は、山口が長期連載していた『男性自身』シリーズでの軽
妙で滋味あふれる筆致が好きだった。一九七八年から成人 日（当時は一月一五日）の新聞紙上にサントリーの広告が毎年掲載されたとき、山口は新成人に向けて簡潔なメッセージを送った。年に一回のうえに、翌年は対象の読者は変わるが、 も素晴らしい内容だった。そのひとつを抜粋 紹介する　《二十歳の諸君！
　
今日から酒が飲めるようになったと思っ












































































































る人物なりとも、一度篇中にいでたる以上は、これを活世界の人と見做して、その感情を写しいだすに、敢ておのれの意匠をもて善悪邪正の情感を作り設くることをばなさず、ただ傍観してありのままに模写する心得にてあ べきなり。譬えば人間の心をもて象棋の棋子と見做す き は、その直きこと飛車の如き情も尠からざるべく、行く道常によこさまなる心の角も多かるべし。桂馬の飄軽なる、香車 料簡な あるいは王将の才に富て機に臨み変に応ず 縦横無尽なるもあれば、ただ進むべき前あるを知りて左右 避くべき道を知らざ 匹歩庸歩も尠からず。おのがじしなる挙動をして、この世局を渡るものから、直なる飛車も生長なればむかし 飛車におなじか ず 角 世故に長ず にいたれば、直 道 行 ことあ べ 、あるいは王将も匹歩の手にかかり、あ いは慮りなき香車 して金銀を得ること ありなん。囲棋者は造化の翁 棋子は即ち人間なり。造化の配剤 不可思議 る、傍観で観るとは大いに異なり。 「彼の金ほど く彼方へなりこみ進んで王手と


































































衝動的に野だの顔面に叩きつけることから始まる乱闘の場面類似したものとなっている。しかし、似ているのは単に、手元にあったものを相手の顔に叩きつける、という身体動作上だけのことではない。　「おれ」 は、 野だや赤シャツと対抗し、 ある種の知恵比べによって悪事を暴き出し、追 詰める ころまでいくのだが 彼らは
「言葉巧み」な弁解によって言い逃れをしようとする。言葉の
やり取りによっては相手がまだ降参していない段階で「おれ」が彼らに暴行を加えたとき、 「是は乱暴だ、狼藉である。理非を弁じないで腕力 訴へるのは無法だ」と赤シャツが抗議するように、 法的 は 「おれ」 の側が瑕疵を抱えてしまうことになる。悪事を行っても、十分な証拠が残っておらず、 「言葉巧み」な弁解が成功すれば法的には罰されない、というのが社会のルールであり、野だと赤シャツはそのルールの範囲内で戦おうているわけだ 、 「おれ」は、そのルールを守って たとしても「卑怯」なふるまいというものがある、 という価値観のもと、法を逸脱して「正義」の私刑を敢行する。こ 二つの生き方の対比に本作の一つのテーマを見る き、冒頭の将棋のエピソードは、まさにそれを象徴するも として配置されていることに気付くのである。　
ここでは将棋におけるルールは社会のルールの類比となって
いるわけだが、登場人物が物語世界内で社会のルールをこのように逸脱していくだけ なく、漱石の「坊つちやん」執筆という行為そのものも、当時 文壇のお約束 逸脱としてあったということに注意したい。柄谷行人
　15は、 当時優位になりつつあっ
た「小説」 いうジャンル意識の貧しさや限界に漱石が自覚的であり、 「小説」のお約束の逸脱を漱石が目指していたこと、小説とは異なるジャンルとして 「ピカレスク」たる 坊 ち
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やん」はまさにそうした作品の一つとして書かれたことなどを論じている。柄谷の議論が示唆的な点は、漱石はそのように小説から逸脱しようとして小説を書いてしまった、という逆説的なことを ところ もある。稿者 立場から言 換えれば、そもそも小説とい もの は、小説から 逸脱 というような自己言及的、自己否定的なモチーフ 扱う機能が備わっていて、それこ が小説というジャンル 重要な特徴な だ、ということに る。 して そうしたメタフィクショナルな回路を導入するアイテムとして、漱石は将棋を扱ったのである。『東京朝日新聞』が新聞棋戦を開始して定着させていく「彼岸過迄」以降の作品、 すなわち後期三部作 呼ばれる「行人」 「心」でも、漱石は将棋を作中に登場させる。　「行人」では、 お重が岡田に「あなたの顔は将棋の駒見たいよ」と軽口を言うような形で「将棋」の語が登場する
　16のだが、残
念ながらこの時期、 『東京朝日新聞』では「敗退将棋新手合」の連載はちょうど休止中であった。一二月二六日から 「行人」の隣のページで「敗退将棋新手合」が再開すると、漱石は先の棋のくだりを「将棋の駒がまだ祟つてると見え ね
　17」と登場
人物が再び引き合いに出す会話を描いてい また、一週間後には将棋の駒を相手の額 投げつけると う「坊つちやん」のようなエピソード 再び描いてもいる









































将棋を詠んだ俳句も残されている。自分よりも棋力の低い友人が将棋へ 興味を失わないように「うまく負ける」 いうような指導対局的な心配りや、詰将棋を解く日常の描写、また将棋をほとんど知らない程度の初心者が使 とは思えない 「雪隠詰」
などという語彙から見ても、将棋は漱石の身近に確かにあったことが分かる。　
そのような漱石が、あえて将棋を「何も知らぬ」とまで述べ








































ことさらに作ろうとしたのは、 将棋と縁遠かったからではなく、全くその逆に、将棋が常に文学の近傍にあり、友人たちが、将棋と文学を近接したものと見なすような文学観、芸術観を提示してさえいる に対して、あえて異なる芸術観を示す必要性を感じ いたからな である。　
芥川の死後も含め、菊池寛は文藝春秋社の社長として文壇で
影響力を強めていったが、将棋は 芸術理念的にも、文壇の人脈的なネットワーク形成上も、重要なものとして存在し続けることになる。人脈形成上、将 が重要 役割を果た た大規模 例としては、井伏鱒二らの阿佐ヶ谷文士会も同様
　38。日本近




























































棋の中で批判対象を定跡将棋や詰将棋に該当するものとして位置付けることだけに意味があるのではない。 他文学観を将棋になぞらえて語るということ自体が、批判対象隠蔽されている性質を暴き出す、 戦略的な比喩となっている だ。　
本稿で挙げたのは、将棋と文学が関わる例のほんの一部に過



















亀井秀雄『 「小説」論――『小説神 と近代』 （岩波書店、平成一一年九月）
７
	
この点については、小谷瑛輔『小説 は何か？――芥川龍之介を読む』 （ひ じ書房 平成二九年一二月）で詳しく論じた。
８
	



































帰つてから （八） 」 （ 『東京朝日新聞』 大正二年三月五日）
20	
漱石 「心
	 先生の遺書 （四十） 」 （ 『東京朝日新聞』 大正三年六月一日）
21	














夏目漱石、 高浜虚子宛書簡、 明治三二年一二月一一日、 引用は『漱石全集
	 第二十巻』 （岩波書店、平成一四年一一月）
28	
恒藤恭の証言の他に、芥川龍之介 私の生活」 （ 『文章倶楽部』大正九年一月） 、 「中央文学の問に答ふ」 （ 『中央文学』大正九年六月） 、「現代十作家の生活振り」 （ 『文芸倶楽部』大正一四年一月）など。友人に将棋をやめるよう勧めていたことがうかがえる、小穴隆一宛書簡（大 一一年五月二一日）なども残っている。なお、これらを含め、芥川龍之介の将棋関連文章については、章瑋 芥川龍之介と将棋とその周辺」 （将棋と文学研究会口頭発表 二九年一一月一九日）で網羅的にまとめられており、本稿 その示唆に拠るところが大きい。
29	






の発達 （仮） 」 （未定稿、 年次未詳） 、 「冬








」 、 「サンテイマンタリズム」 、 「センティメンタ








井伏鱒二「堀君と の香車」 （ 『文芸』昭和二八 八月）
34	
西井弥生子「 「石本検校 の世界――菊池寛の将棋――」 『青山語文』平成二九年三月）
35	
芥川龍之介「現代十作家の生活振り」 （ 『文芸倶楽部』大正一四年一月）












太宰治「如是我聞（四） 」 （ 『新潮』昭和二三年七月）
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